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1
人口減少、高齢化、資本主義のゆくえ

日本の未来を読む
　人口減少が起こす日本の近未来を、政府等のデータや推計値をベース
に予言した『未来の年表　人口減少日本でこれから起きること』が、
2017年にベストセラーになった。歴史上、類例をみない人口減少社会
となった日本の実態を年表で可視化し衝撃を与えた。また各地域で起き
ることを予測した『未来の地図帳　人口減少日本で各地に起きること』も
2019年に発行されている。これらをベースに日本の未来を読むととも
に、可能な対策も考えてみた。（文中敬称略）

　『未来の年表　人口減少日本でこれから起きること』
（講談社）の著者河合雅司・産経新聞社客員論説委員は、
少子高齢化のことを「静かな有事」と名付けた。 これ
は、国会で議員の石破茂もこの表現を使い、有名にな
った。
　普通、有事とは北朝鮮のミサイルの発射や、大震災
のように誰の目にも見えるもの。 ところが人口問題
というのは、今日明日の変化では見えない。 10年く
らい経って変わったなと実感する。 まさに静かに進
行する。 しかし気づいてからでは、対策は遅れて取
り返しがつかない状況になってしまう。 これが今の
日本が直面している事態だというのだ。

静かな有事が進むと、どうなるのか

　人口減少はもう止まらない。 これからわれわれは
人口減少社会を生きていかなければならない。 １億
人以上の人口がいて教育水準も高く、経済をはじめコ

ンピュータなどが高度に発達した社会において、わず
か50年で人口が３分の２になり、100年で半分にな
るという経験をした国はかつてない。
　正に有事。 ところが、今の予測通りいってしまっ
たら、何が起こるのか、実は誰も正しくはわかってい
ない。 そこで、2017年から2115年までに起きるこ
とを「人口減少カレンダー」として示し、その中から
20のトピックを選んでデータとともに詳述したのが
本書である。 目の前で起きる事を可視化して、問題
提起したわけだ。 2020年以降に予測される事態をい
くつかあげてみよう。

2021  団塊ジュニア世代が50代に突入し、介
護離職が増え始める 

2025  団塊世代が全て75歳以上になり、社会
保障費が大きく膨らみ始める（2025年
問題）　

2025  東京都の人口がピークを迎える（ここか

2045年には３人に１人が高齢者に。20世紀型成功モデルを捨て、
少量生産・販売の地方の拠点化を進めよう

このテーマを読み解く　 日本の未来　　
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Column
ら東京も人口減少）  

2026   高齢者の５人に１人が認知症となる
2030   ITを担う人材が最大79万人不足し、社

会基盤に混乱が生じる
2033   空き家が167万戸を数え、3戸に１戸は

人が住まなくなる
       ～

2040    全国の自治体の半数近くが「消滅」の危
機に晒される
       ～

2045   東京都民の３人に１人が高齢者になる

　なお続編にあたる最新刊『未来の地図帳　人口減少
日本で各地に起きること』で示された、地域予測はコ
ラムに示した。

有事の剣が峰は2042年

　そして「人口減少カレンダー」の中でも特に注目さ
れるのが「2042年問題」だ。
　この年には、日本の高齢者人口が4000万人となり
ピークを迎えるのである。 高齢者数が、なぜ2042
年にピークを迎えるのか。 それは団塊のジュニア世
代（1971 ～ 1974年生まれ）が高齢者になるからだ。
今でも目立つ高齢化だが、まだ600万人増える。 今
と違っていくのは、高齢の一人暮らしの女性が増える。
これは平均余命の差で起きる。 さらに貧しい高齢者
が増える。 なぜなら、終身雇用が壊れた世代の先頭
にあたるのが団塊ジュニアなのだ。
　その中にはパラサイト、ニートといわれる人が多く
いる。 親の庇護がなくなると低年金・無年金の人が
出てくる。 一方、少子化で社会の支え手はより少な
くなる。 今より遥かにアンバランスな社会になる。
これをどうするかが、何も議論されていない。
　政府では今、2025年問題（団塊世代の老齢化によ
る医療費の上昇）に躍起だが、実はその17年後に正
念場を迎えるのである。
　人口問題研究所の推計では、人口は40年後には

9000万人、100年後には5060万人。 机上の計算を
続ければ200年後には1380万人まで減る。 日本人
は絶滅危惧種入りの危機にある。
　１部の政治家は、公約で少子化を止めますと今でも
言うが、もう日本の少子化は止まらない。 過去の少
子化のつけをいま払っている時期にきているのだ。 
　子供を産む女性の絶対数が減っているので少々、出
生率を上げても間に合わない。 だから対策としては、
人口減少・少子高齢化社会になることを前提として、
国の豊かさをいかに維持していくかに発想を切り替え
るべきーが河合の主張だ。

「戦略的に縮む」へ切り替えろ

　河合はそれを「戦略的に縮む」といっている。 著書
には10の処方箋として示しているが、総論的にいえ
ば、大量生産・大量販売のモデルを脱ぎ捨てることだ。
　このモデルは若い労働力が豊富にあり大きな国内市
場があったから有効だった。 しかし人口減少と高齢
化で、社会のニーズも変わり市場も変わる。 また東

まだ人口増の続く東京都も、2045年
には人口が都心に偏る二層構造に

　総務省の「住民基本台帳に基づく人口、人
口動態及び世帯数（2018年）」によれば、
17年に人口が増加したのは、６都県。 トッ
プは東京都で７万2137人増だ。 ２位の埼
玉県4247人をみれば、いかに東京一極集
中をしているかがわかる。 そして皮肉なこ
とに、東京へ最も多く人を送り出している
の が 大 阪 府 で10,657人、 つ い で 兵 庫 県
7356人である。 大都市圏からの転入が多
い（全国の自治体の72.1％は人口流出）。
そんな東京都も2020年で減少する区があ
る。 足立区、葛飾、江戸川だ。 さらに多摩
地区も減少する。 45年には23区などの中
心部は増え他の地域は減るという2層構造
の一極集中が起き、東京はモザイク化して
いく。

エ
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京への一極集中も同じ。 どちらも20世紀型の成功モ
デルである。
　そうではなく、少量生産・少量販売、地方の拠点化
をすすめる拠点国家化が必要である。 各拠点で高い
付加価値を維持しながらコンパクト化する。 この少
量生産・少量販売に成功している国がイタリアだ。

小さな村でもデザイン力や技術力のある製品を生み出
し、そこに世界中からバイヤーがきて欲しいだけ注文
する。 世界的なブランドをつくり海外と直接つなが
る。 日本にも匠の技が多くあり可能ではないか。 技
術力を中核にして地域で取り組み、イタリアモデルの
ような街づくりを進めるべきだと主張する。

　少子高齢化が日本にとって「差し迫った危機」であ
ることは、衆目の一致するところだろう。 それをど
う解決するかは簡単ではない。 いろいろ手は打たれ
ているが、子どもの数はなかなか増えないし、いずれ
労働者の数は減少に転じ、増加一方の社会保障費を支
えられなくなってしまう。 このままだと国家財政、
そして日本経済は破綻する恐れすらある……。
　デービッド・アトキンソンの『日本の勝算　人口減
少×高齢化×資本主義』（東洋経済新報社）は、こう
した“厳しい未来”から脱する方策を大胆に提言する。

経営者の「意識革命」がカギ?!

　アトキンソンは文化財の修理・施工を行う企業の経
営者だ。 しかし、かつてはゴールドマン・サックス
で名をはせたアナリストだった。 オックスフォード
大学で日本学を専攻した大の日本通であり、日本の不
良債権問題をいち早く指摘したことでも知られてい
る。 経営者に転じて以降も、観光立国や所得倍増、
生産性向上などについて、さまざまな提言を行ってき
た。
　本書におけるアトキンソンの主張はこうだ。
　「社会保障の問題に対応するには生産性の向上が欠
かせない。 そのためにも最低賃金を大幅に引き上げ
る政策が絶対に必要である」
　具体的には「毎年4 ～ 6％の引き上げを行うべき」
というものだが、もちろん机上の空論ではない。 本

書の執筆に当たってアトキンソンは、世界中の118
人にものぼる経済学者やエコノミストの論文・レポー
トに目を通した。 それらをもとに冷静に分析した結
果なのである。　
　では、なぜ最低賃金の引き上げが日本の危機を救う
ことにつながるのだろうか。　
　最低賃金を引き上げれば、人件費は上昇し経営を圧
迫する。 当然、経営者はその埋め合わせをしなくて
はならず、生産性向上の圧力がかかる。 そのことが
結果的に、日本を「いいものをより安く」から「いい
ものをより高く」という高付加価値経済に向かわせ経
済を再生する、というのである。
　これに対して、失業率が高まり経済に悪影響を及ぼ
すという意見も出てくると予想されるが、最低賃金の
引き上げで退場するのは極めて経営効率の悪い会社
だ。 退場を促すことで全体の企業規模は拡大し生産
性は向上する、という（企業規模と生産性には強い相
関関係がある）。 また、個別企業はまだしも国全体の
生産性が簡単に向上するものか？という疑問も当然出
てくるだろう。 しかし、日本の労働者の質は世界第4
位というデータもある。 一方で、生産性はなんと28
位。 伸び代は極めて大きい。 だからこそ、「経営者の
意識革命が重要になる」と主張するのである。

最低賃金引き上げで成功した国はある！

　実は、最低賃金を大幅に引き上げることを政策とし

知日派のアナリストの提言は、生産性を上げるために、
最低賃金を引き上げよ
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Column
て取り入れた国が２つある。 ひとつはイギリスで、
もうひとつはお隣の韓国だ。 イギリスは経済の活性
化に成功し、韓国はあまりうまくいっていない。 イ
ギリスでは失業率への影響はなく生産性は向上、生産
性の高い企業ほど雇用を増やしたことも確認されてい
る。 韓国のほうは、あまりにも急激に最低賃金を引
き上げたため副作用が出た（2年間で30％アップ）。
イギリスのように段階的に引き上げていれば状況は違
っていた、という。
　労働者の質がイギリスよりも高い日本なら、よりい
っそう最低賃金引き上げの効果は高い。 もちろん、
アトキンソンは最低賃金の引き上げ「だけ」で危機に
対応できるとは考えていない。 輸出の増加、女性の
活躍、人材教育の充実など取り組まなくてはいけない
ことは山のようにある。 しかし、そうした「常識」の
みで異常事態に対応することは不可能だ。「非常識」
にチャレンジしてこそ、活路は拓ける、との主張には
頷ける部分は多い。
　必要なのはわれわれの覚悟と行動――。 常識的な
取り組みでなんとかなるという「変らない力」こそ、
改めるべき時なのだろう。

◉�１億人以上の人口がいて教育水準も高く、
経済が高度に発達した社会において、わず
か50年で人口が３分の２になるという経験
をした国はかつてない。
　�正に有事。ところが今の予測通りにいって
しまったら、何が起こるのか、実は誰も正
しくはわかっていない。

◉�もう日本の少子化は止まらない。子供を産
む女性の絶対数が減っているので少々、出
生率を上げても間に合わない。だから対策
としては、人口減少・少子高齢化社会にな
ることを前提として、国の豊かさをいかに維
持していくかに発想を切り替えるべき。

◉�大量生産・大量販売の20世紀型成功モデ
ルを脱ぎ捨てるー戦略的に縮むことが重要。
少量生産・少量販売、地方の拠点化をすす
める拠点国家化が必要である。高い付加価
値を維持しながらコンパクト化する。これ
に成功している国がイタリアだ。

（以上『未来の年表　人口減少日本でこれから起きること』より）

◉�社会保障の問題に対応するには生産性の向
上が欠かせない。そのためにも「最低賃金
を大幅に引き上げる政策」が絶対に必要で
ある。今の常識での対応では非常事態に対
応できない。

（『日本の勝算　人口減少×高齢化×資本主義』より）

人口減が速い関西
若い女性にとって魅力的な仕事を
創出できるか

　東京が今でも人口増加、名古屋が横ばい
なのに対して落ち込みが激しいのは、関西
圏だ。 コラム１の同調査では、関西圏で
３万6569人の減少である。 2045年の将
来推計では、大阪府は17%減、京都と兵庫
が18.1%減 と、 東 京（6.2%減 ）、 名 古 屋

（12.7%減）と比べても落ち込みが激しい。
理由としては、企業の流出である。 2017
年に東京圏へ移転した転出元のトップは大
阪府の67社。 関西圏で一旦は就職した人
が、30 〜 40代となって東京圏へ移動して
いるのだ。
　こうしたなか、大阪市に限れば、2018
年に１万2081人と人口は増加。 そこで特
徴的なのは外国人の多さである。 増加数の
３分の１は外国人。 一方、若い女性が多く
転出している。 これは東京には女性に人気
の高いサービス業（職種）が多いと指摘され
ている。 今後は、大阪市は若い人に人気の
ある仕事を創出できるかが課題である。
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世田谷線でめぐる歴史散策

　東急世田谷線は、都電荒川線とともに都内に残る数
少ない路面電車。 下高井戸・三軒茶屋間の５㎞を最
高時速40キロで走る２両編成の可愛い電車で、地元
住民にとっての貴重な足となっている。
　世田谷線は、渋谷・二子玉川園（当時）間を結んで
いた東急玉川線（玉電）の支線として大正14年（1925
年）に開業したが、国道246号線上を走る玉電は交通
渋滞の激化により昭和44年（1969年）に廃止。 専
用軌道を走る支線部分だけが生き残り、昨年、世田谷
線としては創業50周年を迎えた。

•幕末の学問の神様が眠る松陰神社

　まずは、かつての玉電ルートの地下を走る東急田園
都市線と接続する三軒茶屋駅で世田谷線に乗り、三つ
めの松陰神社前駅で下車。 商店街を北に向かって５
分ほど歩くと松陰神社が見えてくる。
　その名のとおり、松陰神社は安政の大獄（1858 ～

59年）により刑死した長州藩士であり教育者の吉田
松陰が祀られている。 刑死の４年後、松陰の墓は小
塚原の回向院からかつて長州藩主別邸があった当地に
移され、明治15年（1882年）、そのすぐそばにこの
神社が創建されたのである。
　本殿の脇には、山口県萩市にある本物を模した「松
下村塾」がある。 この模造松下村塾は、神社に隣接す
る国士舘大学から寄進されたものだ。 松下村塾の教
育を理想として設立された国士館が、昭和13年

（1938年）に竣工したもので、材料はすべて萩にゆか
りのあるものを使い、寸法も本物とまったく同じ。
萩で一度組み立てたものを、東京で組み立て直した。
柱についていた江戸時代の刀傷まで再現するほどの徹
底ぶりだったという。 平日は雨戸が閉められていて
内部を窺うことはできないが、内装ももちろん本物に

閑静な住宅街に残された
　　さまざまな江戸の痕跡

わずか５kmの沿線に、戦国の栄枯、幕末の波乱、
そして招き猫の出自が見え隠れする。

ラッピング
電車のつり革

（東京都世田谷区）

松陰神社本殿 模造松下村塾 吉田松陰像

世田谷線の招き猫ラッピング電車
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準じて造られている。
　松陰神社を後にして、国士舘大学、世田谷区役所周
辺の坂道を下り、烏山川緑道を越えると、世田谷城阯
公園が見えてくる。 昭和15年（1940年）開園の区
内唯一の歴史公園で、世田谷城の土塁や空堀などが残
される都の指定文化財だ。
　世田谷城は、南北朝時代に関東管領足利基氏から戦
の手柄によって領地をもらい受けたことで、初代吉良
氏が築城したといわれている。 しかし、天正18年

（1590年）、豊臣秀吉の小田原征伐（北条攻め）により、
北条氏と親戚関係にあった吉良氏も滅ぼされ、廃城に
なったという。 なお、この世田谷城阯公園は世田谷
線の上町駅や宮の坂駅からも程近い。

•招き猫伝説の豪徳寺

　かつての世田谷城本丸付近に位置する豪徳寺は、彦
根藩井伊家の菩提寺である。 ちなみに小田急線の豪
徳寺駅は世田谷線の山下駅と交差しているが、ここか
らは徒歩で10分ほどかかる。 世田谷線を使う場合
は、三軒茶屋寄りの宮の坂駅のほうが近い。
　ところで、井伊家の菩提寺と聞いて、「おやっ」と
思う方がおられるのではないかと思う。 井伊家代々
の墓所があり、かの井伊直弼もここに眠っているから
だ。
　桜田門外の変で、大老井伊直弼が水戸藩士らの襲撃
を受け落命したのは安政７年（1860年）のこと。 直
弼が反対勢力を苛烈なまでに弾圧し、吉田松陰が刑死
した翌年だ。 この桜田門外の変で安政の大獄は収束

する形となるが、距離にしてわずか１㎞足らずの場所
に、その両者が葬られているというのは歴史の皮肉と
いうべきか、不思議な巡り合わせを感じる。
　そして、豪徳寺のもう一つの顔は「招き猫発祥の地」
である。 彦根藩二代藩主井伊直孝が鷹狩りの帰り、
猫に招き寄せられ寺の中に入ると、外は突然の雷雨。
雨を避けられたことに加え、住職の法話を聞くことが
できたことを直孝は喜び、後に井伊家の菩提寺にした
という言い伝えから、招
き猫発祥の地の一
つとなった。 仏
殿横の招福殿に
は招猫観音が祀
られ、願いが成
就したお礼に驚
くほど多くの招き
猫が奉納されている。
　現在、海外から日本を
訪れる観光客が急増しているのはご存知のとおり。
しかし、銀座、秋葉原、浅草といった都心の繁華街な
らいざ知らず、世田谷の閑静な住宅街で何組もの外国
人観光客とすれ違うのだ。 ということは、それだけ
招き猫伝説が世界中に伝播しているのだろう。 豪徳
寺は、世界的な猫好きの聖地なのだ。
　宮の坂駅に戻り、世田谷線で数分、京王線と接続す
る終点の下高井戸駅に着く。 学生が多く、昔ながら
の商店街の活気が残る町だ。
　世田谷線沿線は、歴史と文化と暮らしやすさが共存
する魅力にあふれていた。

奉納された
招き猫

豪徳寺本堂世田谷城址
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3 こ の 人 の 名 言column

気になるデータcolumn

　日本人初の金メダルは、1928年、第９回アムステル
ダム五輪のこと。 陸上男子三段跳びの織田幹雄（15m
21）、水泳200m平泳ぎの鶴田義行（2分48秒8）が獲
得した。 参加者は、金栗四三と三島弥彦が出た1912
年の２名から、43名に増えている。 織田の実績からみ
て、初の金は予想されたはずだが、どういうわけか日の
丸が用意されておらず、慌てて応援用の日の丸を掲揚し
た。 しかしこれが規格外に大きく、アンバランスな表
彰式になったという。 しかし、初めての「君が代」に観
客は感涙にむせんだ。
　また日本人選手女子１号の人見絹江が、陸上800m（2
分17秒6）で銀メダルを獲得し、祖国に新風を巻き起
こした。
 人見は得意の走り幅跳びが、競技から除外されたため
100mに出場したが準決勝で敗退。 すると急遽、800m
への出場を願い出て参加する。 そして、ドイツ３選手

長友佑都（プロサッカー選手 1986 ～）

意志あるところに道あり

Yuto Nagatomo

　「意志あるところに、道ができる」「意志のあると
ころに道は開ける」ともいう。 インテルを経てトル
コ、ガラタサライで活躍するサッカー選手・長友佑
都の座右の銘だそうだ。 Ｕ22代表、ＦＣ東京入団、
北京五輪、ワールドカップでの活躍からセリエＡへ
と駆け上った姿はシンデレラボーイと映るかもしれ
ない。 だが著書 『日本男児』を読めば、常に努力し

「小さな成功」を積み重ねてきた事実に気づく。 い
までも就寝前のストレッチを日課にし、目標と現状
を見つめ直すという。

　その原点は、中学時代。 小学６年生の時、愛媛ジ
ュニアユースのセレクションを受けるも不合格。
一時は挫折しかけた。それを救ったのが中学サッカ
ー部の顧問の先生。 その熱血指導でやる気を起こ
し、チームは県大会３位になる。 そしてこの頃、駅
伝にも参加。猛練習の末、区間賞を獲得。この時の
猛練習がのちの長友の走力を作った。「努力するこ
とも才能である」と悟ったという。
　明治大学時代にケガで出場できず応援で太鼓をた
たいていた男の成長は、努力と意志の強さだった。

オリンピックの記録

によるチームプレーを警戒しながら、第４コーナーで先
頭のラトケを追い上げて0.2秒の差で２位でゴールイン
し、そのまま意識を失った。 この事態を見て、200m
以上の女子陸上は廃止となり、1948年まで復活しなか
ったという。
　また女子の陸上競技でのメダルは、1992年の25回
バルセロナ大会のマラソン・有森裕子（銀メダル）まで
待たねばならなかった。
　その有森と人見には因縁がある。
　2人は同郷（岡山県）であり、かつて有森は山陽の女
子ロードレースで優勝した時に人見絹枝杯を獲得してい
る。 そしてバルセロナへは「お守り」代わりに人見の写
真を持って行ったという。
　そして念願のメダルを獲得する。 その日は、奇しく
も64年前に人見絹枝が銀メダルを獲得した８月２日だ
ったのである。

女子陸上　人見絹枝と有森裕子の縁


